
























「ええ」の機能  テレビ映像を用いたインタビュー   使い分けの判断基準  


































































・被験者 A：女性、30 代、日本語教師、東京出身  
・被験者 B：女性、40 代、日本語教師、東京出身  
































































 はい ええ 
































































の を 学 ん で い る 感
じ ／ 頭 が 良 く て 何
で も わ か っ て い る
／ エ リ ー ト 同 士 の
会話・視聴者は蚊帳
















































































































































































能が異なるという意識があるということが、被験者 C からもうかがえた。 
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●年齢 ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代  ●性別  男   女  
    
●職業  会社員  教員（科目：    ）  自営業  その他（        ） 
 

























































































テレビ映像１：「ワールドビジネスサテライト」（2009 年５月１日 東京 12 チャンネル） 
 



























    ら、と胸をはって行かれたんじゃないですか？ 
















   して独立して存在するわけではなくて（K：はい）、やっぱり、世界の経済の中の日本ですから（K：うん）、
世界 







テレビ映像２：「今日の料理」（2009 年８月 NHK） 
－16－ －17－



















































































































テレビ映像３：「ナイナイプラス」（2009 年８月４日 日本テレビ） 
 























































































































質問 3 「はい」しか使っていなかったら 「料理を作る気分にならない」、「怒られているよう」、「（江崎アナ
ウンサーは）覚える気がなさそう」。 
質問 4 「ええ」しか使っていなかったら 「区切りがわからない」、「だらける」。 




















質問 3 「はい」しか使っていなかったら 変だが、もっと若ければ OK である。 


































質問 3 「はい」しか使っていなかったら 相手との距離が変わらない。相手はしゃべりにくいという印象を
受けるかもしれない。 
 

























質問 3 「はい」しか使っていなかったら 「料理番組の楽しさが伝わらない」と回答した。 
質問 4 「ええ」しか使っていなかったら 進めていく上で区切りがはっきりつかない、だらだらと流れる感
じ。 




















質問 3 「はい」しか使っていなかったら 番組が番組だけに軽さが出ない。 

































質問 3 「はい」しか使っていなかったら 固すぎて、相手が話しにくいかも。しつこい感じになる。だから
小谷さんもだんだん小さい声の「はい」にしていた。 






















質問 4 「ええ」しか使っていなかったら 「ええ」のみだと話を進めたり、転換する機能がない。 
NHK だから、「ええ」だけだと改まった感じが出ない。 



















質問 3 「はい」しか使っていなかったら 堅苦しい感じがする。 
質問 4 「ええ」しか使っていなかったら 最初から「ええ」だけしか使っていなかったら、ちょっと…。 



















A Study of the Difference in the Usage or “hai” and “ee” 
 through an interview survey using T.V. programs  
 
Rica NINOMIIYA, Yasuko KANAYAMA 
  
     This paper examined the difference in the usage of “hai” and “ee” and the function of 
“ee” through an interview survey of three subjects using T.V. programs. 
     The results are as follows. The subjects recognize that “hai” has the function of 
maintaining a high level of formality and establishing and developing a conversation, and 
that “ee” has the function of showing agreement and empathy. Further, the subjects 
recognize that the function of “ee” as a response that actively expresses the speaker’s 
opinion and as a response to shared information among the speakers. 
     We confirm that the recognition of the function of “ee” differs with person, and that the 
function of “hai” and “ee” works negatively if only one is used. This can be seen from the 
subjects’ comments as follows. If only “hai” is used, it would be “too formal,” “too 
serious,” and “unapproachable.” If “ee” is used exclusively, it would be “hard to see the end 
of a topic,” “annoying,” and “it will let a speaker talk endlessly.” 
     Further, all the subjects pointed out that it is natural and appropriate to use both “hai” 
and “ee” in a conversation. This has been indicated neither in previous studies nor in our 
previous surveys. 
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